
○日本国憲法　　○教育基本法

①　批判的に考える力
②　未来像を予測して計画を立てる力
③　多面的、総合的に考える力　
④　コミュニケーションを行う力
⑤　他者と協力する態度
⑥　つながりを尊重する態度
⑦　進んで参加する態度

（１）環境・防災・国際理解など、社会の変化に自立的に対応できる力の育成

（２）社会的・職業的自立を図る教育の推進

（３）オリンピック・パラリンピック教育の推進 ※ 教科・領域の目標を達成するための手立て・理念として

　

　

【指導の工夫・特色】
・学習指導案にESDの視点を必ず記載し、ねら
　いを明確化した学びの充実を図る。
・学校コンシェルジュと連携し、地域人材を積極
　的に活用する。
・地域での体験活動や地域の人々の交流を通
　し、平尾の自然、文化、産業、歴史、そして地
　域のよさ等についての理解を深める。
・未来の平尾のよりよい街づくりへの提案を考
　え、表現し、行動する力をはぐくむ。
・人とのふれあいや交流を通し、他人との関係
　性、社会との関係性をはぐくむとともに、将来
　への自己の希望や夢をふくらませる。
・学習後に、実際に活動したり、下学年や保護
　者・地域に伝えたりする発表の場を設定す
る。
・環境教育につながる体験活動や人との交流
  活動を計画的に年間指導計画に位置付け
る。
・児童の実態や地域の特色に沿ったカリキュラ
  ムになるように、今年度の実践を元に、年度
  末にESDカレンダー、年間指導計画を見直し、
  学習活動の充実を図る。
・SDG'Sの１７の目標を年間指導計画に位置付
ける。
・オリンピック、パラリンピック教育との関連を図
　る。

平尾活性化プロジェクト～人や地域との豊かなつながりと体験を軸に

教科等の学習活動を進める中で

「　持続可能な社会づくりに関わる課題を見出し、
それらを解決するために必要な

能力や態度を身に付ける　」

　「稲城市のＥＳＤの基本的な考え方」 ～ 未来の担い手を育むＥＳＤの推進 ～

～ いろいろある ～
～ 関わりあっている ～

～ 限りがある ～

～ 一人一人大切に ～

～ 責任を持って ～

○ 題材：国際理解、環境・自然、人権尊重、地域、防災等

○ 視点：問題解決能力の育成、つながり、探究、思考力、判断力、表現力等→言語活動の充実

≪人を取り巻く環境に関する概念≫

Ⅲ　有 限 性

Ⅳ　公 平 性

「持続可能な社会は…」

「自然・文化・社会・経済は…」

令和4年度　稲城市立平尾小学校　持続発展教育（ESD)全体計画案
～Education for Sustainable Development～

稲 城 市 Ｅ Ｓ Ｄ 推 進 目 標

持続発展教育（ESD)の理念を生かし、知・徳・体のバランスの取れた「生きぬく力」を育む稲城の教育

重視したい７つの能力・態度

○学校教育法　　○学習指導要領

≪人の意思・行動に関する概念≫

ＥＳＤの視点に立った学習指導の目標

国立教育政策研究所　『学校における持続可能な発展のための教育（ＥＳＤ）に関する研究』より

ふさわしい資質や価値観を養う。

○東京都の教育目標・基本方針

○稲城市の教育目標・基本方針

Ⅰ　多 様 性
Ⅱ　相 互 性

ことを通して
持続可能な社会の形成者として

ESDの視点に立った学習指導で、持続可能な社会づくりの構成概念

「第６学年」で身に付けさせたい力と学習活動（例）

「第５学年」で身に付けさせたい力と学習活動（例）

「第４学年」で身に付けさせたい力と学習活動（例）

「第３学年」で身に付けさせたい力と学習活動（例）

Ⅴ　連 携 性

Ｈ３１
基本プラン

～ 力を合わせて ～
Ⅵ　責 任 性

次の４概念ー相互性、公平性、連携性、責任性と３つの能力・態度ー他者と協力する態度、
コミュ二ケーションを行う力、すすんで参加する態度を各教科・領域で重点的に指導する。

□総合的な学習の時間　「野沢・平尾の誇り」「野沢宿泊体験学習」「平尾活性化プロジェクト」
□他者と協力する態度、コミュ二ケーションを行う力、進んで参加する態度、相互性、連携性、責任性、有限性、多様性

□総合的な学習の時間　「お米博士になろう」「将来について考えよう」
□他者と協力する態度、コミュ二ケーションを行う力、進んで参加する態度、相互性、公平性、連携性、責任性、
　 有限性、多様性

□総合的な学習の時間　「バリアフリーってなあに？」「世界の子供たち」
□他者と協力する態度、コミュ二ケーションを行う力、進んで参加する態度、多面的・総合的に考える力、相互性、
　 公平性、連携性、有限性、責任性、多様性

□総合的な学習の時間　「豆の力」「とびだせ平尾たんけんたい」
□他者と協力する態度、つながりを尊重する態度、他者と協力する態度、コミュ二ケーションを行う力、相互性、公平
性、連携性、有限性

□生活科　「おおきくなあれ　わたしのやさい」「もっとなかよしまちたんけん」
□他者と協力する態度、つながりを尊重する態度、コミュ二ケーションを行う力、相互性、連携性、多様性、責任性、
　 有限性

□生活科　「がっこうだいすき」「ふれあいひろば」
□他者と協力する態度、コミュ二ケーションを行う力、相互性、連携性、多様性、有限性、責任性

「第２学年」で身に付けさせたい力と学習活動（例）

「第１学年」で身に付けさせたい力と学習活動（例）

問題解決学習

)

ＥＳＤの視点に立った学習指

導を進める上での留意事項
ＥＳＤの視点に立った学習指導を進

める上では、教材（学習課題・学習内

容）を内容的・空間的・時間的につな

げること、学習者同士、学習者と他の

立場・世代の人々、学習者と地域・社

会などをつなげること、身に付けた能

力・態度を具体的な行動に移し、実践

につなげることが大切です。

そして、具体的な課題の発見・探

究・解決の過程で、児童生徒自らが

持続可能な社会づくりに関する価値

観を身に付け、自らの意思を決定し、

行動を変革してことができるよう配慮

することが大切です。

３つの「つながり」

教材の

「つながり」

人の

「つながり」
態度能力

の「つながり」


